
政
界
と
の
関
わ
り
を
否
定
し
て
い
た
た
め
、
五
山
禅
休
亭
な
ど
を
建
て
、
善
応
寺
を
落
ち
着
き
先
と
決
め

林
と
は
隔
絶
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
宏
て
い
た
が
、
建
仁
寺
の
住
持
在
職
の
ま
ま
示
寂
し
た
。

智
派
は
同
じ
曹
洞
宗
で
あ
り
な
が
ら
考
案
を
用
い
ず
こ
の
病
中
に
足
利
義
詮
は
使
を
遣
わ
し
て
慰
問
す
る

只
管
打
坐
に
励
む
曹
洞
宗
本
流
と
は
禅
風
を
異
に
し
、
と
共
に
弘
祥
寺
を
諸
山
位
に
登
ら
せ
た
。
こ
う
し
て

臨
済
禅
の
ご
と
く
公
案
を
重
ん
じ
た
。
折
り
し
も
中
越
前
に
お
い
て
弘
祥
寺
と
善
応
寺
は
曹
洞
宗
宏
智
派

国
で
は
曹
洞
宗
が
ふ
る
わ
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
日
の
重
要
な
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
る
こ
と
と
な

本
に
新
天
地
を
求
め
た
こ
と
も
背
景
に
あ
っ
た
。
そ
っ
た
。
そ
の
後
、
別
源
円
旨
の
法
嗣
玉
岡
如
金
は
善

し
て
東
明
慧
日
は
鎌
倉
五
山
の
円
覚
寺
、
建
長
寺
の
応
寺
を
中
興
し
、
建
仁
寺
の
住
持
と
な
る
と
共
に
当

は

じ

め

に

住

職

を

歴

任

し

、

関

東

禅

林

の

宏

智

派

の

拠

点

と

な

寺

に

新

豊

庵

を

興

し

た

。

ま

た

善

応

寺

を

拡

充

す

る

中
世
の
越
前
で
曹
洞
宗
宏
智
派
寺
院
と
し
て
福
井
る
白
雲
庵
を
円
覚
寺
内
に
開
い
た
。
こ
う
し
た
時
期
と
共
に
準
甲
利
(
準
諸
山
)
位
を
得
て
い
る
。
そ
の

の
安
居
の
弘
祥
寺
と
と
も
に
隆
盛
で
あ
っ
た
善
応
寺
に
別
源
円
旨
は
中
国
に
渡
り
曹
洞
禅
を
学
ぴ
、
帰
国
後
、
朝
倉
氏
の
力
を
背
景
と
し
て
宏
知
日
派
は
大
い
に

に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
い
。
後
は
東
明
ら
と
と
も
に
五
山
禅
林
に
宏
智
派
の
勢
力
栄
え
、
弘
祥
寺
は
十
利
、
善
応
寺
は
諸
山
の
寺
格
を

二
早
曹
洞
宗
宏
智
派
の
日
本
、
越
前
へ
の
進
出
を
高
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
あ
え
な
く
北
条
氏
が
得
た
。
ま
た
既
に
述
べ
た
よ
う
に
宏
智
派
は
公
案
を

わ
ん
し

曹
洞
宗
宏
知
日
派
の
概
略
と
、
宏
知
日
派
の
日
本
及
び
滅
び
た
た
め
に
、
宏
智
派
は
最
大
の
外
護
者
を
失
い
、
重
ん
じ
た
た
め
臨
済
禅
と
遜
色
が
無
く
な
っ
た
。
ま

越
前
へ
の
進
出
の
過
程
に
つ
い
て
の
概
略
を
記
す
。
一
頓
挫
し
た
。
こ
う
し
た
時
期
に
別
源
は
出
身
地
で
た
経
済
活
動
に
た
け
る
と
共
に
、
政
治
や
文
芸
面
で

中
世
に
は
武
家
の
力
を
背
景
と
し
て
禅
宗
が
勢
力
あ
る
越
前
で
の
勢
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
、
室
町
幕
大
い
に
活
躍
し
た
。
し
か
し
宏
智
派
は
朝
倉
氏
の
依

を
大
い
に
延
ば
し
た
。
し
か
し
鎌
倉
の
中
期
、
執
権
府
管
領
及
び
越
前
守
護
の
斯
波
氏
あ
る
い
は
被
管
の
存
の
度
合
い
が
強
か
っ
た
た
め
、
朝
倉
氏
の
滅
亡
と

北
条
貞
時
は
鎌
倉
禅
林
が
臨
済
一
色
で
あ
る
こ
と
を
朝
倉
氏
ら
に
接
近
を
は
か
り
、
ま
ず
福
井
の
安
居
に
共
に
お
よ
そ
二
百
五
十
年
栄
え
た
宏
智
派
も
衰
退
し

憂
い
、
鎌
倉
禅
林
に
新
風
を
吹
き
込
む
こ
と
を
目
論
弘
祥
寺
を
創
立
し
、
つ
い
で
今
南
西
郡
に
善
応
寺
を
、
た
。
そ
し
て
善
応
寺
も
消
滅
し
、
弘
祥
寺
は
存
続
し

み
、
中
国
(
元
)
よ
り
曹
洞
宗
の
東
明
慧
日
を
招
い
さ
ら
に
所
在
不
明
の
吉
祥
寺
を
創
立
し
た
。
そ
し
て
た
も
の
の
、
朝
倉
色
は
一
掃
さ
れ
、
臨
済
宗
派
に
一
肩一

た
。
こ
れ
以
前
、
既
に
道
元
は
曹
洞
宗
を
持
ち
帰
り
斯
波
氏
の
カ
を
背
景
と
し
て
、
京
都
五
山
の
建
仁
寺
代
わ
り
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
央
の
宏
智

永
平
寺
を
営
な
ん
で
い
た
が
、
黙
照
禅
(
公
案
な
し
の
入
寺
を
果
た
し
た
。
ま
た
建
仁
寺
に
宏
智
派
の
拠
派
の
拠
点
で
あ
る
京
都
建
仁
寺
の
洞
春
、
新
豊
庵
は

で
、
た
だ
只
管
打
坐
に
励
む
)
を
純
粋
に
守
ろ
う
と
、
点
と
な
る
洞
春
庵
を
開
い
た
。
そ
し
て
善
応
寺
に
可
朝
倉
の
滅
亡
と
共
に
庇
護
者
を
失
い
急
速
に
没
落
し

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
付

池

田

正
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た
。
ま
た
鎌
倉
の
拠
点
で
あ
る
円
覚
寺
の
白
雲
庵
は
し
く
は
甲
斐
氏
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
次
に
所
在
地
を
三
束
郡
を
東
条
郡
即
ち
今
立
郡
と
同
義
と
み
て
大
積

江
戸
期
ま
で
続
い
た
よ
う
で
あ
る
が
臨
済
宗
派
に
併
み
て
み
る
。
『
蔭
涼
軒
日
録
』
の
延
徳
元
年
十
一
月
十
之
保
は
今
立
郡
の
旧
国
高
村
か
北
日
野
村
あ
た
り
に

合
さ
れ
て
い
っ
た
模
様
で
あ
る
。
八
日
の
条
に
は
御
教
書
の
文
面
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
存
在
し
た
と
み
れ
ば
説
明
が
つ
く
。
即
ち
、
丹
生
郡

*
こ
の
記
述
は
多
く
の
碩
学
の
著
書
を
参
考
に
さ
せ
越
前
国
今
南
西
郡
瑞
聖
山
善
応
寺
事
、
可
為
諸
の
南
部
を
分
け
南
条
郡
(
南
仲
条
郡
と
も
言
う
)
と

て

頂

い

た

。

山

列

之

状

如

件

。

し

、

東

部

を

分

け

東

条

郡

(

今

立

郡

と

同

義

)

と

し

『

中

世

禅

宗

史

の

研

究

』

今

枝

愛

真

著

、

延

徳

一

元

年

十

一

月

十

二

日

た

。

ま

た

こ

の

東

条

郡

を

今

南

西

、

今

南

東

、

今

北

『

日

本

歴

史

新

書

五

山

文

学

』

、

準

三

宮

東

の

三

郡

に

分

け

た

。

よ

っ

て

こ

の

三

束

郡

と

は

東

『
日
本
の
禅
語
録
8

五

山

詩

僧

』

、

新

豊

庵

条

郡

を

三

つ

に

分

け

た

で

後

の

総

称

と

し

て

、

私

的

に

『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
、
以
上
玉
村
竹
二
著
、
よ
っ
て
善
応
寺
は
今
南
西
郡
に
あ
り
、
山
号
は
瑞
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

『
中
世
禅
者
の
軌
跡
中
厳
円
月
』
蔭
木
英
雄
著
、
聖
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
が
所
在
地
は
不
明
で
あ
善
応
寺
は
今
南
西
郡
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ

二
章
善
応
寺
の
創
立
か
ら
発
展
の
過
程
る
。
ま
た
『
荘
園
志
料
』
の
越
前
の
未
勘
郡
の
大
積
り
、
三
束
郡
が
東
条
郡
で
あ
る
な
ら
大
積
之
保
は
今

ま

ず

善

応

寺

の

創

立

か

ら

み

て

み

る

。

『

東

海

一

極

保

に

は

南

西

郡

に

あ

る

こ

と

に

な

り

(

東

条

郡

の

西

部

が

今

*
l
 

集
』
に
「
洞
春
庵
別
源
禅
師
定
光
塔
銘
」
が
あ
る
。
阿
波
那
賀
郡
鮎
川
村
八
幡
松
尾
両
社
、
大
般
若
南
西
郡
だ
か
ら
)
、
善
応
寺
は
今
南
西
郡
の
東
部
に
あ

(
上
略
)
康
永
元
年
、
帰
越
足
羽
県
、
朝
倉
金
経
四
百
五
十
巻
奥
書
き
に
日
く
。
執
筆
越
前
州
っ
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

吾
、
開
弘
祥
寺
基
、
為
第
一
世
、
住
未
幾
、
赴
三
束
郡
大
積
之
保
、
東
方
善
応
寺
住
呂
宗
雄
悪
な
お
今
南
西
郡
の
区
域
は
お
よ
そ
西
限
が
日
野
川
、

鎮

西

寿

勝

請

、

明

年

、

巻

席

帰

弘

祥

、

亦

有

信

筆

、

云

々

。

南

限

が

日

野

山

、

東

限

が

武

衛

山

の

北

端

と

三

里

山

士

、

瓶

善

応

吉

祥

二

寺

、

請

師

為

開

山

、

(

下

略

)

至

徳

元

年

極

月

の

南

端

を

結

ぶ

線

、

北

限

が

下

新

庄

、

横

越

、

長

泉

1
3
4
3

お
お
つ
み

こ
の
よ
う
に
善
応
寺
の
関
創
は
康
永
二
年
頃
で
、
と
あ
る
。
大
積
の
保
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
寺
あ
た
り
で
あ
る
。

関
山
は
別
源
円
旨
で
あ
る
が
檀
械
は
不
明
で
あ
る
。
大
積
之
保
は
大
塩
之
保
の
誤
記
と
も
考
え
ら
れ
る
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
善
応
寺
の
所
在
地
は
か
な

当
時
は
朝
倉
氏
は
ま
だ
勢
力
が
弱
く
越
前
の
北
部
に
が
、
善
応
寺
の
所
在
地
で
あ
る
今
南
西
郡
は
大
塩
保
り
絞
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
特
定
は

勢
力
を
付
け
つ
つ
あ
る
時
で
あ
り
、
弘
祥
寺
の
檀
戯
よ
り
み
れ
ば
北
東
に
位
置
し
て
お
り
大
積
之
保
の
東
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

と
な
っ
た
も
の
の
、
善
応
寺
の
檀
献
と
は
成
り
え
な
方
に
は
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
大
境
保
は
南
条
郡
従
都
次
に
寺
格
を
み
て
み
る
。
『
幻
雲
稿
』
に
は

い
と
考
え
ら
れ
る
。
善
応
寺
の
檀
械
は
斯
波
氏
、
も
部
郷
で
あ
る
か
ら
、
三
束
郡
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
春
岳
東
主
座
住
越
之
前
州
善
応
山
門
有
序
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越
州
路
瑞
聖
山
善
応
禅
寺

山

門

蕊

審

前

住

当

山

大

成

和

尚

入

祖

堂

吾
山
一
百
年
前
定
光
師
祖
創
業
之
地
而
本
貫
(
上
略
)
超
越
嚢
時
四
十
五
歳
、
値
善
応
中
興

也
、
師
織
化
之
後
、
大
檀
梯
天
山
相
公
命
的
嗣
開
基
玉
岡
和
尚
一
百
年
忌
辰
、
(
下
略
)

玉
岡
老
人
、
整
頓
叢
規
、
凡
寺
之
所
宜
有
者
大
勝
定
は
足
利
義
持
で
あ
り
、
常
徳
は
義
尚
で
あ
る
。

備
失
、
難
然
未
歯
子
諸
山
、
頗
似
為
歎
五
局
、
延
先
の
資
料
の
記
述
と
後
の
資
料
と
で
は
大
檀
鱗
名
に

得
己
酉
冬
、
准
三
宮
喜
山
相
公
特
降
釣
命
、
陸
少
し
食
い
違
い
が
認
め
ら
れ
る
が
こ
こ
で
は
気
に
と

位
子
甲
利
、
差
天
山
遺
愛
也
、
(
下
略
)
め
な
い
で
お
く
。
ま
た
善
応
寺
が
延
徳
元
年
に
諸
山

定
光
は
別
源
の
塔
名
で
あ
り
、
天
山
は
足
利
義
満
(
甲
利
)
と
な
る
五
十
余
年
も
前
に
準
甲
利
(
準
諸

で
あ
り
、
喜
山
は
足
利
義
政
で
あ
る
。
ま
た
『
月
舟
山
)
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
別
源
の
法
嗣
で
あ

和
尚
語
録
』
の
「
月
舟
和
尚
住
越
前
州
瑞
霊
山
善
応
る
玉
岡
如
金
の
活
躍
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
前
掲
の

禅
寺
語
録
L

に

は

資

料

で

は

善

応

寺

中

興

の

祖

と

あ

る

。

提

綱

次

に

寺

の

規

模

を

み

て

み

る

。

再

び

『

月

舟

和

尚

(
上
略
)
昔
吾
山
創
洪
基
者
、
定
光
古
仏
別
源
語
録
』
に
よ
れ
ば

也
、
定
光
所
芙
、
塔
日
洞
雲
、
一
日
登
可
休
亭
、
月
舟
和
尚
住
越
前
州
瑞
聖
山
善
応
禅
寺
語
録

以

賦

唐

律

七

言

、

空

華

一

関

相

共

追

和

、

至

今

小

師

寿

哉

編

詩
坂
尚
有
塁
痕
、
叢
林
盛
事
、
既
垂
不
刊
、
定

光
的
嗣
清
華
祖
、
種
徳
長
蘭
子
蘭
孫
、
威
謂
真

福
慧
僧
、
屡
承
勝
定
相
公
外
護
恩
、
相
公
降
命

以
吾
山
準
甲
刻
、
両
序
作
列
似
一
対
鴛
、
五
十

余
年
之
後
、
常
徳
相
公
承
勝
定
遺
意
陸
其
位
歯

子
甲
利
、
(
下
略
)

さ
ら
に
『
月
舟
和
尚
語
録
』
の
「
八
住
東
山
語
録
」
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山
門

指
門
、
善
応
諸
方
所
、
膝
歩
、
大
道
透
長
安
、

顧
視
左
右
、
遊
人
不
入
普
門
境
、
唯
作
青
山
緑

水
看
、
喝
一
一
喝
、
従
一
一
一
一
理
裏
入
。

仏
殿

這
秋
日
仏
、
百
億
釈
迦
、
看
々
、
霜
葉
紅
拾
二

月
花
。

土
地

尭
舜
党
釈
、
一
身
多
身
、
不
見
道
、
生
為
明
帝
、

没
為
明
神
。祖
師
、
祖
堂
有
洞
山
、
無
臨
済
。

指
列
祖
、
満
堂
百
千
祖
師
、
欠
済
北
小
周
児
、

(
中
略
)
拠
室

拠
此
室
者
、
天
下
英
雄
、
何
故
、
騎
他
人
馬
、

挽
他
人
弓
。
(
下
略
)

ま
た
『
幻
雲
詩
稿
第
一
一
』
に
は

次
東
林
禅
翁
賀
善
応
仏
殿
落
成
之
前

随
身
宮
殿
巴
完
全
、
法
社
中
興
室
偶
然
、
箇
々

若
修
無
漏
定
、
一
茎
草
上
回
禅
天
。
(
下
略
)

よ
っ
て
東
林
如
春
の
存
命
中
に
(
東
林
の
一
不
寂
は

延
徳
三
年
二
月
二
十
五
日
で
あ
る
)
善
応
寺
の
仏
殿

が
落
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
述
べ
た
よ

う
に
諸
山
と
な
っ
た
の
は
延
徳
元
年
で
あ
る
が
、
諸

山
と
な
る
に
は
所
定
の
格
式
を
持
つ
必
要
が
あ
る
か

ら
、
仏
殿
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
(
有
力
な
檀
械
を

有
し
得
な
か
っ
た
こ
と
)
が
長
く
準
諸
山
に
留
ま
っ

て
い
た
理
由
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
諸
山
に
な

っ
た
頃
の
規
模
は
山
門
、
仏
殿
、
祖
師
堂
、
拠
室
、

茶
亭
(
可
休
亭
)
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
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三
十
七
巻
五
号

こ
こ
で
『
中
世
禅
宗
史
の
研
究
』
か
ら
引
用
す
れ

ば
「
幕
府
か
ら
公
帖
を
受
け
て
官
寺
の
最
下
位
で
あ

る
諸
山
に
出
世
し
、
次
い
で
諸
山
、
十
利
、
五
山
と

進
む
の
で
あ
る
が
、
新
命
住
持
は
着
任
し
て
、
ま
ず

入
寺
式
を
行
な
う
。
こ
の
入
寺
儀
式
に
大
衆
の
前
で

述
べ
る
法
語
を
入
寺
法
語
と
い
う
。
ま
ず
山
門
に
入

り
、
次
い
で
仏
殿
、
土
地
堂
、
祖
師
堂
と
進
み
、
そ

の
問
、
各
伽
藍
で
焼
香
礼
拝
し
て
法
語
を
述
べ
、
つ

い
に
住
持
の
拠
所
で
あ
る
方
丈
に
入
り
、
拠
室
の
法

語
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
仏
殿
に
赴
い
て
、
幕
府
な
ど

の
公
帖
に
対
し
て
法
語
を
述
べ
、
山
門
疏
、
諸
山
疏
、

道
旧
疏
、
江
湖
疏
、
同
門
疏
な
ど
、
入
山
に
対
し
て

諸
方
か
ら
送
ら
れ
た
疏
に
対
し
て
、
一
々
こ
れ
を
香

に
拍
じ
て
謝
意
を
述
べ
る
。
」
と
更
に
続
く
の
で
あ
る

が
、
割
愛
す
る
。
「
月
舟
和
尚
住
越
前
州
瑞
聖
山
善
応

禅
寺
語
録
L

に
は
入
山
式
が
概
ね
前
述
の
通
り
に
執

り
行
な
わ
れ
た
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
前
掲
の
提
綱
に
「
両
序
作
列
似
一
対
鴛
」
と

あ
る
よ
う
に
、
善
応
寺
の
体
制
面
の
拡
充
整
備
が

徐
々
に
行
な
わ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即

ち
両
序
と
は
東
班
と
西
班
に
分
け
、
西
班
は
宗
旨
修

業
の
方
面
を
担
当
し
、
東
班
は
寺
院
の
経
営
面
を
担

当
し
た
。
諸
山
と
し
て
の
格
式
を
維
持
し
て
ゆ
く
た

め
に
組
織
化
を
名
実
と
も
に
成
し
遂
げ
、
寺
僧
の
修

業
の
場
と
し
て
多
く
の
僧
が
巣
立
っ
て
ゆ
き
、
ま
た

寺
院
の
経
済
力
に
カ
を
付
け
、
ひ
い
て
は
祇
園
社
領

杉
前
三
ケ
村
な
ど
の
領
地
経
営
の
請
負
な
ど
経
済
活

動
に
も
進
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
五
章
の
『
善
応
寺
に
関
わ
る
禅
僧
』
及
び
、

七
章
の
『
善
応
寺
と
祇
園
社
領
杉
前
三
ケ
村
』
で
詳

説
す
る
。

* 1 
『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
所
収

史
籍
刊
行
会
昭
和
却
年
発
行
第
三
巻

『
荘
園
志
料
』
(
清
水
正
健
編
)
下
巻

第
十
一
一
編
越
前
国
未
勘
郡

福
井
県
史
絵
図
編
慶
長
越
前
回
国
絵
図

『
続
群
書
類
従
』
第
十
三
輯
上
文
筆
部

東
大
資
料
編
纂
所
本
複
写
建
仁
寺
蔵
写
本

『
続
群
書
類
従
』
第
十
三
輯
上
文
筆
部

『
月
舟
和
尚
住
越
前
州
瑞
聖
山
善
応
禅
寺
語

録
』
の
『
前
住
当
山
後
住
建
長
東
林
和
尚
入

祖
堂
』
に
東
林
の
履
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
四
節
中
世
禅
林
に
お
け
る
住
持
制
度
の

諸
問
題
「
は
し
が
き
」
の
項

* 2 * 3 * 4 * 5 * 6 * 7 * 8 * 9 
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